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男女平等の社会づくりを

大
野
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を
策
定

※アンケート「男女の地位は平等になっていると思いますか？」の集計結果

　

上
の
グ
ラ
フ
は
平
成
十
一
年
に
千
五

百
人
を
対
象
に
行
っ
た
男
女
共
同
参
画

社
会
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
の
結
果

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

日
本
で
は
昔
か
ら
「
男
は
仕
事
、
女

は
家
庭
」
と
い
う
よ
う
に
、
男
性
と
女

性
の
日
常
生
活
に
お
け
る
役
割
な
ど
を

分
け
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

慣
習
や
し
き
た
り
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
面

で
、
男
性
が
女
性
よ
り
も
優
遇
さ
れ
る

と
い
う
傾
向
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

戦
後
、
憲
法
に
男
女
平
等
の
理
念
が

う
た
わ
れ
、
法
律
や
制
度
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
整
備
が
図
ら
れ
た
結
果
、
表
面
上

で
は
男
女
平
等
が
達
成
さ
れ
た
よ
う
に

み
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
い
ま
だ
に
多
く
の
面
で
男

女
に
よ
る
差
が
見
ら
れ
る
の
が
現
状
で

す
。
市
民
意
識
調
査
で
も
約
七
割
か
ら

「
慣
習
・
し
き
た
り
」
「
政
治
」
「
職
場
」

「
家
庭
」
で
「
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い

る
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
私
た
ち
を
と
り
ま
く
社
会
は
、

少
子
。
高
齢
化
社
会
の
到
来
や
生
活
様

式
の
多
様
化
、
高
度
情
報
化
な
ど
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
変
化
に
対
応
し
、
生
き

生
き
と
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、
男

女
が
と
も
に
手
を
た
ず
さ
え
、
人
権
を

尊
重
し
、
個
性
を
認
め
合
い
な
が
ら
、

お
互
い
の
能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
る

社
会
の
実
現
が
不
可
欠
な
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
で
は
地

域
や
職
場
、
家
庭
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
と

こ
ろ
で
男
女
が
と
も
に
助
け
合
い
、
責

任
を
分
か
ち
合
う
社
会
の
実
現
を
目
指

す
「
大
野
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

意
識
…
環
境
…
生
活
づ
く
り

　

プ
ラ
ン
で
は
、
ま
ず
I
ニ
つ
の
基
本
目

標
を
定
め
ま
し
た
。

男
女
が
対
等
に
生
き
る
意
識
づ
く
り

女
性
の
能
力
を
生
か
す
環
境
づ
く
り

男
女
が
と
も
に
担
う
生
活
づ
く
り

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
か
ら
、
重

点
的
に
推
進
す
る
内
容
を
定
め
、
学
校

教
育
や
地
域
社
会
、
各
種
団
体
や
委
員

会
な
ど
で
の
取
り
組
み
な
ど
を
ま
と
め



て
い
ま
す
。

　

計
画
の
期
間
は
、
平
成
十
三
年
度
か

ら
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
の
十
年
間
と

し
、
世
の
中
の
動
き
や
、
計
画
の
進
み

具
合
な
ど
に
応
じ
て
見
直
し
を
す
る
予

定
で
す
。

『
男
女
が
対
等
に
生
き
る

意
識
づ
く
り
』

　

法
律
で
は
平
等
と
さ
れ
て
い
る
男
女

の
人
権
。
し
か
し
、
現
実
に
は
職
場
や

家
庭
、
慣
習
や
し
き
た
り
な
ど
で
「
女

性
の
地
位
が
低
い
」
と
感
じ
て
い
る
人

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
男
女
が
お

互
い
に
理
解
し
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
尊

重
し
合
い
、
思
い
や
る
意
識
を
確
立
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
男
女
の
平
等
と
自
立
を
図
る
教
育
・

　

学
習
の
推
進

　
　

生
涯
学
習
や
学
校
教
育
な
ど
で
、

よ
り
い
っ
そ
う
お
互
い
を
思
い
や

り
、
人
権
尊
重
、
自
立
を
促
す
教
育

や
学
習
を
進
め
ま
す
。

・
男
女
共
生
の
文
化
の
醸
成

　

男
女
は
平
等
と
の
意
識
が
定
着
す

る
よ
う
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や

啓
発
活
動
を
進
め
ま
す
。

・
お
互
い
の
性
と
心
の
尊
重

　
　

男
性
と
女
性
と
が
お
互
い
に
思
い

　

や
る
心
を
育
て
る
よ
う
な
学
習
を
進

　

め
る
ほ
か
、
心
の
悩
み
な
ど
を
相
談

　

で
き
る
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

『
女
性
の
能
力
を
生
か
す

環
境
づ
く
り
』

　

育
児
や
家
事
な
ど
に
追
わ
れ
、
非
常

勤
や
パ
ー
ト
と
い
っ
た
勤
務
体
制
を
と

ら
ざ
る
を
得
な
い
女
性
が
多
く
見
ら
れ

る
よ
う
で
す
。
そ
の
結
果
、
職
場
に
お

け
る
意
思
決
定
な
ど
に
、
な
か
な
か
か

か
わ
れ
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
る
よ
う

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
男
女
が
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
と
も
に
参
画
で
き
る
環

境
づ
く
り
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
多
様
な
生
き
方
を
選
択
で
き
る
条
件

　

づ
く
り

　
　

職
場
や
家
庭
で
、
性
別
に
か
か
わ

　

ら
ず
、
自
己
実
現
で
き
る
環
境
の
整

　

備
を
進
め
ま
す
。

・
政
策
方
針
決
定
の
場
へ
の
女
性
の
参
画

　
　

職
場
や
地
域
な
ど
で
、
男
女
が
と

も
に
意
思
・
方
針
決
定
の
場
に
参
画

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
会
社
や
地

域
、
各
種
委
員
会
な
ど
で
の
女
性
の

登
用
を
促
進
し
ま
す
。

・
と
も
に
つ
く
る
地
域
社
会

　
　

地
域
で
催
し
な
ど
を
行
う
場
合

に
、
男
女
が
積
極
的
に
企
画
な
ど
早

い
段
階
か
ら
参
加
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
自
主
的
な
学
習
グ
ル
ー
プ
活

動
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

『
男
女
が
と
も
に
担
う
生
活
づ
く
り
』

　

す
べ
て
の
人
が
生
き
生
き
と
主
体
的

に
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
ま
ず
健
康

が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
男
女
が

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
「
自
分
ら

し
く
」
能
力
を
活
用
で
き
る
場
や
自
立

す
る
た
め
の
支
援
な
ど
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

・
と
も
に
担
う
育
児
・
介
護

　
　

育
児
や
介
護
は
、
男
女
が
と
も
に

担
う
も
の
で
す
。
子
ど
も
を
産
み
育

て
る
こ
と
や
、
お
年
寄
り
や
病
気
の

人
の
介
護
な
ど
が
安
心
し
て
で
き
る

環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

・
と
も
に
つ
く
る
家
庭
生
活

　
　

男
女
が
協
力
し
て
家
庭
生
活
を
支

　

え
る
と
い
う
意
識
づ
く
り
を
進
め
、

　

楽
し
く
生
き
が
い
の
あ
る
家
庭
を
つ

　

く
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

・
と
も
に
つ
く
る
住
み
よ
い
地
域

　
　

地
域
活
動
に
お
け
る
意
思
決
定
の

　

場
な
ど
に
、
男
女
が
積
極
的
に
参
画

　

で
き
る
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進

　

め
ま
す
。

ま
す
、
一
人
ひ
と
り
が

　

男
女
共
同
参
画
社
会
は
、
国
や
県
、

市
な
ど
が
取
り
組
み
を
進
め
る
だ
け
で

実
現
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
が
関
係
機
関
や
団
体
な
ど
と
連
携

を
取
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ

れ
以
上
に
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

の
理
解
と
行
動
が
重
要
な
の
で
す
。

　

身
の
回
り
の
環
境
な
ど
を
、
も
う
一

度
考
え
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先
市
教
育
委
員
会
社
会

　

教
育
課
青
少
年
女
性
係
（
酋
6
6
・
1

　

1
1
－
1
‐
内
線
r
n
．
）
4
1
）



平成12年12月末現在の

擢砂蒙計簿t琴‘
※平成12年度予算（平成12年4月～平成13年3月）と平成12年4月～12月末現在との比較

　

予算現額とは、予算額に前年度からの繰越分を加えたものです

　

市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に

運
営
さ
れ
て
い
る
か
、
皆
さ

ん
が
納
め
た
税
金
が
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を

知
つ
で
い
た
だ
く
た
め
、
平

成
十
二
年
十
二
月
末
現
在
の

財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
市
の
台
所
事
情
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ヨ曜：褒吐

　

市の基本的な歳人．歳出を経理する会計で、民生費、土木費、教育費

などの経費が計土されています0

歳入予算現額175億2，265万7千円…収入済額105億4，324万1千円

市税の収入状況

歳出予算現額175億2，265万7千円・支出済額97億1，226万1千円



こ………卜。・＿＆

　　　　　　

＝II－・’－

　

j

　

一1皿。

　

市が特定の事業を行うときに、一般会計と区分して経理

し、その特殊性を明らかにするため設けられています。

本年度より新たに介護保険事業が加わりました。

－業亜試 練設中の大野市下フk処理センター

2
0
0
0
年
大
野
市
政
旧
大
ニ
ュ
ー
ス

～
第
1
位
は
「
あ
つ
宝
ん
ど
」
オ
ー
プ
ン
～

　

皆
さ
ん
か
ら
投
票
し
て
い
た
だ

い
た
「
2
0
0
0
年
大
野
市
政
1
0

大
ニ
ュ
ー
ス
」
の
投
票
結
果
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

　

投
票
総
数
3
5
1
票
。
1
0
項
目

見
事
に
的
中
し
た
人
は
2
人
で
し

た
。
順
位
と
得
票
数
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
多
数
の
応
募
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1
位
健
康
保
養
施
設
あ
つ
宝
ん

　
　
　

ど
オ
ー
プ
ン
［
3
1
9
票
］

2
位
恐
竜
エ
4
ス
ポ

　
　
　
　

ふ
く
い
2
0
0
0
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　

［
3
1
0
票
］

3
位
平
成
大
野
屋
の
平
蔵

　
　
　

オ
ー
プ
ン
（
2
9
5
票
）

4
位
介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
2
8
9
票
）

5
位
市
内
循
環
バ
ス
試
行
運
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
2
8
2
票
）

6
位
新
富
田
大
橋
が
開
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
2
3
7
票
）

7
位
亀
山
周
辺
整
備
の
基
本

　
　
　

構
想
発
表
（
2
1
6
票
）

8
位
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
な
ど

　
　
　

購
入
費
の
助
成
を
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
2
1
1
票
）

9
位
ス
タ
ー
ラ
ン
ド
さ
か
だ
に

　
　
　

オ
ー
プ
ン
（
2
0
9
票
）

1
0
位
青
島
工
業
団
地
ニ
チ
コ
ン

　
　
　

グ
ル
ー
プ
が
全
面
進
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
9
4
票
）

1
1
位
地
下
水
の
保
全
に

　
　
　
　

一
千
万
円
の
寄
付
を
受
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
8
6
票
）

1
2
位
休
日
急
患
診
療
所
に

　
　
　
　

「
小
児
科
」
新
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　

T
8
5
弔

1
3
位
市
環
境
基
本
計
画
を
策
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
、
1
6
3
票
．

1
4
位
公
共
下
水
道
条
例
を
制
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
6
2
票
一

1
5
位
青
少
年
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　

利
用
開
始
千
1
8
票
）

1
6
位
亀
山
北
西
側
斜
面
の

　
　
　

杉
の
除
伐
な
ど
を
行
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
9
9
票
一

1
0
項
目
的
中
者

　

勝
矢
ひ
ろ
子
さ
ん
（
有
明
町
）

　

松
田
か
を
る
さ
ん
（
新
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　

（
5
0
音
順
）

　

的
中
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
記
念

品
を
進
呈
し
ま
し
た
。



12月定例

市議会

尚
徳
中
学
校
体
育
館
改
築
工
事
や
地
下
水
保
全
基
金
積
立
な
ど

」
般
会
計
に
4
億
4
、
S
7
9
万
円
余
り
寄
追
加

　

第
三
百
十
回
定
例
市
議
会

が
、
昨
年
の
十
二
月
六
日
か
ら

二
十
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

コ
般
会
計
補
正
予
算
案
」
「
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
案
」
な
ど
十
七
議
案
が

審
議
さ
れ
い
ず
れ
も
可
決
・
認

定
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳

出
に
そ
れ
ぞ
れ
四
億
四
千
五
百

七
十
九
万
九
千
円
が
追
加
さ

れ
、
予
算
総
額
は
百
六
十
三
億

九
千
百
九
十
二
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
昨
年
の
同
期
と
比
べ
て

約
九
・
〇
％
の
減
で
す
。

　

主
な
事
業
は
、
尚
徳
中
学
校

の
屋
内
体
育
館
改
築
工
事
や
地

下
水
保
全
基
金
の
積
み
立
て
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル

を
効
率
的
に
進
め
る
た
め
の
じ

ん
芥
焼
却
施
設
の
整
備
な
ど
で

す
。
主
な
歳
出
は
上
表
の
と
お

り
で
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に

　
　

清
水
英
男
氏

　

十
二
月
定
例
市
議
会
の
最
終

日
に
、
任
期
満
了
に
伴
う
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

（
任
期
三
年
）
の
選
任
に
つ
い

て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

清水英男さん

（55歳・明倫町）再任

12月補正一般会計の主な事業

◆民生費

・要介護老人住宅改造補助…………………2，517千円

・母子・父子家庭等医療費助成事業………3，053千円

◆衛生費

・じん芥焼却施設整備事業

　　

（ペットボトル減容機設置）……………7，600千円

◆農林水産業費

・地域振興作物生産高度化促進事業補助…5，220千円

・農村総合整備事業…………………………3，358千円

◆商工費

・おおの産業おこし推進事業補助…………6，000千円

◆土木費

・除雪経費…………………………………50，000千円

・地下水保全基金積立……………………20，000千円

◆教育費

・尚徳中学校施設整備事業

　　

（屋内体育館改築工事）……………311，741千円

◆災害復旧費

・林道施設補助災害復旧事業

　　

（林道奥越線災害復旧工事）…………10，371千円

地
下
水
保
全
の
た
め
基
金
を
創
設

大
野
市
地
下
水
保
全
基
金
設
置
条
例
を
制
定

地
下
水
は
共
有
財
産

　

私
た
ち
は
生
活
用
水
を
は
じ

め
、
工
業
用
水
や
農
業
用
水
な

ど
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ

ろ
で
地
下
水
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
こ
の
市
民
の
共
有
財
産
と

も
い
え
る
地
下
水
の
保
全
に
要

す
る
資
金
に
充
て
る
た
め
、
市

で
は
「
大
野
市
地
下
水
保
全
基

金
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
基
金
は
、
第
三
百
十
回

定
例
市
議
会
で
「
大
野
市
地
下

水
保
全
基
金
設
置
条
例
」
が
制

定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
設
置

し
た
も
の
で
、
先
ご
ろ
地
下
水

保
全
の
目
的
で
ニ
チ
コ
ン
グ
ル

ー
プ
か
ら
寄
付
い
た
だ
い
た
一

千
万
円
と
、
市
の
積
立
金
一
千

万
円
を
合
わ
せ
、
計
二
千
万
円

で
創
設
し
ま
し
た
。

使
い
道
は
保
全
や
か
ん
養
に

　

基
金
の
使
い
道
に
つ
い
て

は
、
大
野
市
地
下
水
対
策
審
議

会
か
ら
意
見
を
聞
く
な
ど
し
な

が
ら
、
次
の
事
業
に
関
し
て
具

体
的
な
内
容
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

・
地
下
水
の
保
全
に
関
し
て
、

　

必
要
な
啓
発
活
動
や
調
査
研

　

究
な
ど
の
事
業

・
地
下
水
の
か
ん
養
対
策
事
業

・
地
下
水
の
合
理
的
な
利
用
の

　

た
め
の
施
設
整
備
な
ど
に
対

　

す
る
支
援
事
業

　
　

「
大
野
市
地
下
水
保
全
基
金
」

は
、
地
下
水
保
全
と
い
う
趣
旨

に
賛
同
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
の

寄
付
金
な
ど
を
原
資
と
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
地
下
水
の
保
全

を
広
く
呼
び
掛
け
、
よ
り
い
っ

そ
う
多
く
の
賛
同
を
募
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

緑
に
恵
ま
れ
た
環
境
を
持
つ

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
を
、
私
た

ち
の
世
代
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と

な
く
、
将
来
に
引
き
継
い
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
生
活

　

環
境
課
環
境
保
全
係
（
豊
6
6

　

－
1
1
1
1
内
線
4
6
3
）



市県民税

所得税
JIIヨ告 早めに済ませましょう
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今
年
も
市
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
申
告
の
受
け
付
け
は
、
い
ず
れ
も
二
月
十
六
日

金
に
始
ま
り
三
月
十
五
日
木
で
終
了
し
ま
す
。
申
告
に
必
要
な

書
類
や
証
明
書
を
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
、
早
め
に
申
告
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

S
‐
‘
。
I
・
一
一
。
市
県
民
脱

　

市
県
民
税
の
申
告
日
程
は
、
左

の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

申
告
用
紙
は
二
月
中
旬
に
区
長

さ
ん
を
通
じ
て
お
届
け
し
ま
す
。

同
時
に
行
政
区
ご
と
の
詳
し
い
申

告
日
時
や
会
場
な
ど
も
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

混
雑
を
避
け
る
た
め
に
、
で
き

る
だ
け
指
定
さ
れ
た
日
に
申
告
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
人

平
成
十
三
年
一
月
一
日
現
在
、

大
野
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
っ
た

人
ま
た
は
住
ん
で
い
た
人
で
、
次

の
項
目
に
該
当
す
る
人
は
、
申
告

が
必
要
で
す
。

■
昨
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人

　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

や
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所

得
が
な
い
人
（
た
だ
し
勤
務
先
か

ら
市
あ
て
に
給
与
支
払
報
告
書
の

提
出
の
な
い
事
業
所
に
勤
め
る
人

は
除
き
ま
す
）

■
給
与
所
得
以
外
に
、
地
代
・
家

賃
・
配
当
・
退
職
金
な
ど
の
収
入

が
あ
っ
た
人

　

退
職
金
は
、
勤
務
先
で
分
離
課

税
さ
れ
た
人
を
除
く

忘
れ
が
ち
な
所
得

◆
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
収
入

◆
保
険
の
勧
誘
や
物
品
売
買
な
ど

◆
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

の
報
酬

◆
年
金
収
入

申
告
に
必
要
な
も
の

　

申
告
に
は
次
の
も
の
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

●
所
得
の
計
算
に
必
要
な
書
類

●
医
療
費
、
生
命
保
険
料
、
損
害

　

保
険
料
な
ど
の
領
収
書
ま
た
は

　

支
払
証
明
書
な
ど

●
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
税
務
課
市
民
税
係
（
a

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
2
3
）

’
所
’
得
’
税

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月

十
六
日
全
か
ら
大
野
税
務
署
な
ど

で
受
け
付
け
を
し
ま
す
。
期
限
間

近
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早

め
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。
申
告
書

は
、
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
給
与
所
得
者
や
年
金
受

給
者
の
還
付
申
告
は
、
二
月
一
日

木
か
ら
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

確
定
申
告
が
必
要
な
人

■
平
成
十
二
年
分
の
事
業
所
得
。

　

不
動
産
所
得
な
ど
の
合
計
額
が

　

所
得
控
除
（
基
礎
控
除
、
配
偶

　

者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
）
の

　

合
計
額
を
超
え
る
人

一
給
与
所
得
者
で
、
土
給
与
と
年

　

金
を
受
け
て
い
て
、
年
末
調
整

　

を
し
て
い
な
い
人
0
2
0
給
与
の
年

　

収
が
二
千
万
円
を
超
え
る
人
3

　

二
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

　

た
人
4
給
与
所
得
や
退
職
所
得

　

以
外
の
所
得
額
が
二
十
万
円
を

　

超
え
る
人

■
給
与
所
得
者
で
、
1
住
宅
を
ロ

　

ー
ン
な
ど
で
購
人
し
た
人
2
1
多

　

額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人
3

　

災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
人
4
年

　

末
調
整
を
し
て
い
な
い
人
な
ど

申
告
相
談

　

農
業
所
得
や
営
業
所
得
の
納
税

相
談
を
、
下
の
表
の
と
お
リ
実
施

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

大
野
税
務
署
（
豊
6
6
・
2
1
8

　

0
）

市県民税の申告日程表

月 日 曜日 会場

2 28 水

市役所別館第2会議室

3

1 木

2 金

2 金 （午前）五箇公民館

5 月
下庄公民館

6 火

ワ 水
（午前）圧林生活改善センター

（午後）南六呂師集落センター

8 木
（午前）乾側公民館

（午後）小山公民館

9 金 富田公民館

12 月
上座公民館

13 火

14 水
（午前）蕨生集落センター

（午後）木本集落センター

15 木 阪谷公民館

受付時間

午前9時～11時30分、午後1時～3時30分

　

当日、給与所得者や年金受給者の所得税

還付申告も受け付けます。

申告書は自分で書いて

　　

お早めに！

所得税確定申告の相談日（土日は休み） 受付時間：午前9時～11時30分、午後1時～3時30分

農業所得 営業・その他所得

相談会場 相談日 相談会場 相談日

JAテラル越前本所 2月2旧（木）～23日②・26日⑧・2ワ日収）大野税務署 2月16日雀）～3月15日（木）

JAテラル越前上庄支所 2月16日②・19日⑧・20日収） 大野市役所 2月28日毎～3月2日②
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ストレッチング

手
軽
に
体
を
ほ
ぐ
し
ま
し
よ
う

　

運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
冬
。
今
月
は
家
の
中

で
手
軽
に
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
（
体
を
伸
ば

す
体
操
）
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
と
は

　

体
に
疲
れ
を
感
じ
た
と
き
、
大

き
く
伸
び
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
実
は
こ
れ
も
ス
ト
レ
ッ

チ
ン
グ
の
ひ
と
つ
な
の
で
す
。

　

ス
ト
レ
ッ
チ
は
英
語
で
「
伸
ば

す
」
と
い
う
意
味
。

　

体
の
筋
肉
や
関
節
を
伸
ば
す
こ

と
で
、
疲
労
の
回
復
を
早
め
、
血

行
を
良
く
し
よ
う
と
い
う
体
操
が

ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
で
す
。

ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
効
果

　

筋
肉
は
、
ず
っ
と
同
じ
姿
勢
を

続
け
て
い
た
り
、
運
動
不
足
だ
っ

た
り
す
る
と
、
う
ま
く
伸
び
縮
み

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
運
動
な
ど
で
筋
肉
を
使
い

す
ぎ
た
と
き
も
同
じ
よ
う
な
状
態

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
が
長
く
続
く

と
、
ス
ト
レ
ス
や
肩
こ
り
、
腰
痛

な
ど
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
ス
ト

レ
ッ
チ
ン
グ
で
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
、

ス
ト
レ
ス
解
消
や
疲
労
回
復
な
ど

を
図
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

さ
あ
、
や
っ
て
み
よ
う

　

ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
は
、
体
を
伸

ば
し
た
状
態
を
数
十
秒
間
保
つ
こ

と
で
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。
筋
肉

を
ほ
ぐ
す
こ
と
が
目
的
で
、
い
じ

め
る
こ
と
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
伸
ば
し
た
と
き
に
痛
み
を
感

じ
る
手
前
の
「
気
持
ち
良
い
」
程

度
で
や
め
て
お
く
の
が
コ
ツ
で
す
。

注
意
す
る
こ
と

・
ゆ
っ
く
り
静
か
に

　

無
理
に
弾
み
を
つ
け
て
体
を
伸

ば
そ
う
と
す
る
と
、
か
え
っ
て
筋

肉
が
縮
も
う
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
と
体
を
伸
ば
し
、
筋
肉

を
確
実
に
伸
ば
す
ほ
う
が
効
果
的

で
す
。

・
自
然
な
呼
吸
で

　

体
に
力
が
入
る
と
、
つ
い
息
を

止
め
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
ス

ト
レ
ツ
チ
ン
グ
で
は
自
然
な
呼
吸

が
大
切
。
ゆ
っ
く
り
と
息
を
吐
き

な
が
ら
力
を
抜
く
よ
う
に
体
を
伸

ば
し
、
自
然
な
呼
吸
で
状
態
を
保

つ
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
か
ら
だ
が
冷
え
て
い
る

と
き
は
、
筋
肉
も
固
く
伸
び
に
く

い
状
態
。
人
浴
後
な
ど
体
が
温
ま

っ
て
い
る
と
き
の
ほ
う
が
、
よ
り

効
果
的
で
す
。

　

ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
は
、
わ
ず
か

な
時
間
で
も
毎
日
続
け
る
事
が
大

切
で
す
。
1
日
に
I
ミ
リ
伸
ば
す

つ
も
り
で
の
ん
び
り
続
け
て
い
る

う
ち
に
、
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い

に
柔
ら
か
い
体
に
な
り
ま
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
ス
ト
レ
ッ

チ
ン
グ
を
取
り
入
れ
た
健
康
体
操

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
関
心

の
あ
る
人
は
、
気
軽
に
参
加
く
だ

さ
い
。

基本ストLノッチ1

○やり方

①両腕を上にゆっくり上げる。

②頭の後ろで、左のひじを右

　

手でつかみ、上体後部を引

　

き上げる。

③両腕を上にゆっくり上げて

　

から、腕をゆっくりおろす。

④以上を同じように反対側も

　

行う。

⑤かかとからゆっくり歩きな

　

がら、この運動を行っても

　

よい。

○注意すること

①下を向かないで、前方の一点を見つめて。

　

胸をそらす。

②腰を曲げない。

③かかとを床から離さない。

基本ストLノッチ2

○やり方

①両腕を後ろに伸ばす。

②手首を振りながら、手を

　

組む。

③ひじを伸ばしつつ、ゆっ

　

くり胸を張る。

④後ろにもたれたり、歩き

　

ながらやっでもよい。

○注意すること

①肩をさげてから手を組む。
②かかとは床につけたままで行う。

皆さんの債康づくりを後押しします・膏建センター（豊65・7333）



暮
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し
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省エネ知半－

　

2
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
。
家
庭
で
の
電
気
の
使

い
方
な
ど
を
も
う
一
度
見
直
し
、
限
ら
れ
た
資
源
を
有

効
に
利
用
す
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無
駄
に
し
な
い
暮
ら

し
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

消
費
電
力
量
ベ
ス
ト
3

　

家
庭
で
の
消
費
電
力
量
は
エ
ア

コ
ン
や
冷
蔵
庫
、
照
明
器
具
が
特

に
大
き
く
、
全
体
の
5
0
％
以
上
を

占
め
て
い
ま
す
。
消
費
電
力
量
の

多
い
家
電
製
品
に
き
ち
ん
と
対
応

す
る
こ
と
が
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

効
果
を
高
め
る
ポ
イ
ン
ト
。
「
冷

蔵
庫
の
開
け
閉
め
の
回
数
を
減
ら

す
」
「
暖
房
の
温
度
を
控
え
め
に

す
る
」
な
ど
ち
ょ
つ
と
し
た
心
が

け
で
効
果
が
表
れ
ま
す
。

待
機
時
に
も
電
力
を
消
費

　

テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
な
ど
の
家
電

製
品
に
は
、
リ
モ
コ
ン
で
ス
イ
ッ

チ
を
切
つ
で
も
、
主
電
源
が
人
つ

で
い
る
状
態
で
は
電
力
を
消
費
し

て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
こ
の
と
き
使
わ
れ
て
い
る
電

力
を
「
待
機
時
消
費
電
力
」
と
い

い
ま
す
。
こ
の
消
費
電
力
は
リ
モ

コ
ン
に
よ
る
指
示
待
ち
状
態
や
時

計
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
機
能
を
維

持
す
る
た
め
の
も
の
で
、
コ
ン
セ

ン
ト
に
プ
ラ
グ
を
つ
な
ぐ
だ
け
で

消
費
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

家
庭
で
使
わ
れ
て
い
る
消
費
電

力
量
の
約
1
0
％
が
待
機
時
消
費
電

力
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
使

わ
な
い
と
き
に
は
主
電
源
を
切
る
」

「
留
守
に
す
る
場
合
な
ど
は
コ
ン

セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く
」
こ

と
な
ど
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
で
き
る
省
エ
ネ

①
冷
蔵
庫
で
は

　

ド
ア
の
開
け
閉
め
を
な
る
べ
く

短
く
。
ま
た
、
詰
め
込
み
す
ぎ
は

冷
気
の
流
れ
を
悪
く
し
ま
す
。
き

ち
ん
と
整
理
整
と
ん
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

②
照
明
器
具
で
は

　

部
屋
に
だ
れ
も
い
な
い
の
に
、

照
明
を
つ
け
つ
ぱ
な
し
に
し
て
い

ま
せ
ん
か
。
こ

ま
め
に
消
灯
す

る
こ
と
で
か
な

り
の
節
電
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、

照
明
器
具
を
白

熱
電
球
か
ら
蛍

光
灯
に
変
え
る

こ
と
で
消
費
電

力
を
約
3
0
％
も

少
な
く
で
き
る

と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

③
掃
除
機
で
は

　

掃
除
機
は
電

源
を
入
れ
た
時

に
最
も
電
力
が

か
か
り
ま
す
。
電
源
を
入
れ
た
り

切
っ
た
り
す
る
の
は
電
力
の
無
駄

使
い
。
前
も
っ
て
部
屋
を
片
付
け

て
か
ら
、
掃
除
機
を
か
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

④
洗
濯
機
で
は

　

洗
濯
物
の
入
れ
す
ぎ
は
、
汚
れ

が
落
ち
に
く
い
だ
け
で
な
く
、
無

駄
な
電
力
の
消
費
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
少
な
す
ぎ
て
も
電

気
と
水
の
無
駄
に
。
適
量
の
洗
濯

量
を
心
が
け
、
お
ふ
ろ
の
残
り
湯

を
使
う
な
ど
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

資
源
の
節
約
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

限
ら
れ
た
資
源
を
大
切
に
す
る

た
め
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

・家庭における消費電力量ウェイトの比較

出所：資源エネルギー庁

　　　

平成11年度電力需給の概要

　　　　　　

（平成10年度推定実績）
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圖民麗

朧－脂

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
容
6
6
・
1
1
1
土

今月のスナップ

六間通りのイルミネーション

ぐ1るーぷ登場

　　　

有終東

ミニバスケットボール

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
勝
利
の
カ
ギ

　

有
終
東
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
は
、
昨
年
の
十
一
月
に

行
わ
れ
た
「
第
十
五
回
県
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
優
勝
大
会
」
で

優
勝
。
現
在
、
二
月
に
行
わ
れ
る

県
予
選
大
会
（
全
国
大
会
二
次
予

選
）
で
の
優
勝
を
目
指
し
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
の
結
成
は
平
成
六
年
。

最
初
は
何
と
か
試
合
が
で
き
る
ぐ

ら
い
だ
っ
た
人
数
も
、
今
で
は
二

年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
二
十
三

人
。
練
習
は
週
に
三
回
程
度
、
有

終
東
小
学
校
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

　
　

「
ミ
ニ
バ
ス
は
チ
ー
ム
全
員

（
十
人
）
が
交
代
で
必
ず
試
合
に

出
る
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
特
定
の
選
手
だ
け
強
く
て

も
な
か
な
か
勝
で
な
い
ん
で
す

よ
。
う
ち
の
チ
ー
ム
は
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
守
り
が
中
心
で
、
相
手

の
得
点
を
抑
え
な
が
ら
、
こ
こ
と

い
う
と
き
に
点
を
取
る
の
が
持
ち

味
だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

に
は
ミ
ニ
バ
ス
を
通
し
て
、
ス
ポ

－
ツ
の
楽
し
さ
や
厳
し

さ
、
礼
儀
な
ど
い
ろ
ん

な
こ
と
を
学
ん
で
欲
し

い
で
す
ね
。
今
度
の
大

会
も
さ
っ
と
良
い
経
験

に
な
る
と
思
い
ま
す

よ
」
と
監
督
の
吉
田
学

さ
ん
。

　

牛
ヤ
プ
テ
ン
の
若
山

唯
さ
ん
は
「
友
だ
ち
に

誘
わ
れ
て
始
め
た
ミ
ニ

バ
ス
。
練
習
は
ち
ょ
っ

と
大
変
だ
け
ど
、
試
合

に
勝
っ
た
と
き
は
最
高

で
す
」
副
キ
ャ
プ
テ
ン

の
毎
川
早
世
さ
ん
も

「
練
習
試
合
な
ど
で
知

り
合
っ
た
県
内
外
の
友

達
と
会
え
る
の
が
う
れ

し
い
で
す
。
中
に
は
文

通
し
て
い
る
友
達
も
い

ま
す
よ
。
今
度
の
試
合
も
と
て
も

楽
し
み
」
と
さ
わ
や
か
な
笑
顔
。

こ
の
日
も
体
育
館
は
、
み
ん
な
の

元
気
な
声
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

フックトーク

たいt

テーマ～とぶ～

『
か
よ
う
び
の
よ
る
』

　

あ
り
き
た
り
の
日
常
が
続
く
と
、

ふ
と
空
想
の
世
界
に
遊
び
た
く
な

り
ま
せ
ん
か
。
今
回
は
そ
ん
な
と

き
に
お
勧
め
の
、
無
声
映
画
の
よ

う
な
絵
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

池
に
浮
か
ん
だ
ハ
ス
の
葉
の
上

で
、
座
り
込
ん
で
居
眠
り
し
て
い

る
カ
エ
ル
た
ち
。
気
が
付
く
と
一

匹
が
葉
っ
ぱ
ご
と
ふ
わ
ふ
わ
と
浮

か
び
始
め
ま
す
。
驚

い
て
見
上
げ
る
周
り

の
カ
エ
ル
た
ち
も

次
々
と
空
へ
。
思
い

も
よ
ら
ぬ
出
来
事
に

カ
エ
ル
た
ち
の
表
情

は
ウ
ギ
ウ
牛
し
て
い

ま
す
。

　

火
曜
日
の
夜
。
星

が
遠
く
で
輝
き
始
め

た
こ
ろ
、
そ
れ
は
始

ま
り
ま
し
た
。

　

カ
エ
ル
の
大
編
隊

に
遭
遇
し
た
カ
メ

は
、
び
っ
く
十
ソ
し
て
甲
羅
の
奥
に

首
を
縮
め
ま
す
。
空
を
見
上
げ
て

見
送
る
魚
た
ち
や
、
大
慌
て
す
る

カ
ラ
ス
た
ち
。
大
編
隊
の
行
く
手

を
遮
る
も
の
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

住
宅
地
に
に
同
か
っ
だ
大
編
隊
は
、

夜
食
に
あ
り
つ
こ
う
と
し
て
い
た

男
に
大
口
を
開
け
さ
せ
た
ま
ま
窓

の
外
を
素
通
り
し
て
い
き
ま
す
。

窓
や
暖
炉
の
煙
突
か
ら
家
へ
人
リ
、

ソ
フ
ァ
で
居
眠
り
し
て
い
る
ご
婦

人
の
代
わ
り
に
テ
レ
ビ
の
電
源
を

落
と
す
カ
エ
ル
も
。
悠
々
と
空
を

飛
び
続
け
る
カ
エ
ル
た
ち
の
旅
は
、

残
念
な
が
ら
日
の
出
と
と
も
に
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

で
も
私
た
ち
は
空
想
の
世
界
で

い
つ
で
も
空
を
飛
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
皆
さ
ん
も
カ
エ
ル
だ
ち
と

一
緒
に
空
を
飛
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

お
望
み
な
ら
、
つ
ぎ
の
火
曜
日

の
夜
に
だ
っ
て
。

　　　　

『かようびのよる』

デヴィット・ウィーズナー作・絵
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私作徊七宕と回

図
書
館
で
地
図
の
コ
ピ
ー
は
出
来
な
い
の

Q

　

先
日
、
県
内
の
地

図
が
必
要
に
な
り
図

書
館
で
コ
ピ
ー
さ
せ

て
も
ら
お
う
と
思
っ
た
と
こ
ろ

「
著
作
権
の
関
係
で
見
開
き
で
は

コ
ピ
ー
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
以
前
ほ
か
の
図
書
館
で
は

コ
ピ
ー
で
き
た
よ
う
に
思
う
の
で

す
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。
（
市
内
女
性
）

A

　

い
つ
も
、
図
書
館

を
ご
利
用
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ご
質
問
の
件
で
す
が
、
ま

ず
、
す
べ
て
の
「
著
作
物
（
図
書

や
雑
誌
論
文
、
音
楽
作
品
や
写
真

な
ど
）
」
は
、
そ
れ
を
作
成
し
た

人
の
利
益
を
守
る
た
め
「
著
作
権

法
」
と
い
う
法
律
で
保
護
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
、
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

著
作
権
法
で
は
、
著
作
権
者
の

許
可
な
し
に
著
作
物
を
複
製
す
る

こ
と
を
、
原
則
と
し
て
禁
止
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
図
書
館
な
ど
法

律
で
認
め
ら
れ
た
施
設
に
限
り
、

　

一
定
の
範
囲
内
で
著
作
物
の
複
製

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

・
複
製
主
体
が
図
書
館
な
ど
で
あ

　

る
こ
と

・
営
利
を
目
的
と
し
な
い
複
製
で

　

あ
る
こ
と

・
利
用
者
の
調
査
研
究
と
い
う
目

　

的
の
た
め
に
、
公
表
さ
れ
た
著

　

作
物
の
一
部
分
を
一
人
に
つ
き

　

一
部
提
供
す
る
た
め
の
複
製
で

　

あ
る
こ
と

　

当
市
で
も
、
こ
の
よ
う
な
法
律

に
基
づ
き
、
著
作
物
の
複
写
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
図
に

つ
い
て
は
著
作
権
情
報
セ
ン
タ
ー

な
ど
か
ら
「
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
を

一
つ
の
著
作
物
と
見
な
す
」
と
の

見
解
が
出
さ
れ
て
い
て
、
コ
ピ
ー

す
る
場
合
に
は
半
ペ
ー
ジ
ず
つ
行

っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
著
作
権
法
に
関
す

る
認
識
は
、
過
去
に
は
各
図
書
館

な
ど
で
多
少
の
差
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、
現
在
は
県
立
図
書
館
か

ら
の
指
導
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て

い
る
た
め
、
同
様
の
見
解
で
行
わ

れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

著
作
権
法
に
基
づ
く
円
滑
な
運

営
の
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
図
書
館
長
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
び

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
尽
9
1
2
－
8
6

6
6
大
野
市
天
神
町
一
―
一

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
」
で
す
。

34咄咄r

「
あ
・
そ
・
ぼ
1
お
お
の
」
の
カ
ッ
ト
を
担
当

竹
潭
浩
二
万
（
ご
f
呼
中
核
）

　

平
成
十
二
年
七
月
か
ら
小
学
生

や
幼
稚
園
児
、
保
育
園
児
な
ど
を

対
象
に
市
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
が
発

刊
し
て
い
る
情
報
誌
「
あ
・
そ
・

ぽ
I
お
お
の
」
。
そ
の
紙
面
に
登

場
す
る
か
わ
い
ら
し
い
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
う
し
ぽ
う
（
牛
）
」
と
「
リ

リ
ー
ち
ゃ
ん
（
リ
ス
）
」
を
か
い
て

い
る
の
が
竹
渾
浩
二
さ
ん
で
す
。

　
　

「
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
絵
を
か

く
の
が
好
き
で
、
よ
く
漫
画
や
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
か
い
て
い
ま
し
た
。
高
校
や
大

学
で
は
漫
画
研
究
会
に
人
つ
で
ス

ト
ー
リ
ー
ま
で
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
ね
。
で
も
本
格
的
に
絵

の
勉
強
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
好
き
で
か
き
続
け
て
き
た
と

い
う
感
じ
で
す
ね
」

　

カ
ッ
ト
（
挿
絵
）
を
か
く
と
き

は
内
容
を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
に
一

番
気
を
使
う
と
の
こ
と
。
竹
渾
さ

ん
は
中
学
校
の
先
生
で
、
仕
事
で

も
そ
の
腕
前
が
生
か
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　
　

「
最
近
は
パ
ソ
コ
ン
や
ワ
ー
プ

ロ
を
使
っ
て
書
類
を
作
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も

私
は
手
で
か
か
れ
た
も
の
の
ほ
う

が
、
親
し
み
や
す
さ
や
温
か
み
を

感
じ
る
と
思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら

自
分
が
担
任
し
て
い
る
ク
ラ
ス
の

学
級
通
信
は
手
書
き
で
作
っ
て
い

る
ん
で
す
よ
。
『
あ
・
そ
・
ぼ
I

お
お
の
』
を
見
た
子
ど
も
た
ち
が

『
う
し
ぼ
う
』
や
『
リ
リ
ー
ち
ゃ
か

に
親
し
み
を
感
じ
て
く
れ
る
と
う

れ
し
い
で
す
ね
』
と
笑
い
顔
。
こ

れ
か
ら
も
ど
ん
な
カ
ッ
ト
が
出
て

く
る
か
楽
し
み
で
す
ね
。

お
知
ら
せ

国
勢
調
査
に
ご
協
力
あ
り
『

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

総
務
省
統
計
局

福
井
県
・
大
野
市

　

平
成
1
2
年
国
勢
調
査
が
終
了
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
、

調
査
員
、
指
導
員
の
ご
努
力
に
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
野
市
の
調
査
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

国勢調査人□38，883人

　　　　

前回（平成7年）と比べ1，362人減

男性18，5ワ3人（前回との比較5ワ4人減）

女性20．310人（前回との比較788人減）

世帯数10、870世帯（前回との比較303世帯増）

　

人□の年齢別構成や産業別就業者数などの集計は、総務省統計局で

行われ、順次公表されます。

※この結果は、総務省統計局の公表結果と異なることがあります。
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大野高校跡地に、約5000人

大IQ凶夢・YUjl暦ダフツフヽツつづ

　

百年に一度の，新世紀への幕開けを祝おうと行われたカウニノト

タウニノイペニノト。「夢元年」をテーマに若者が中心となって進め

られたイペニノトを紹介します。

遮回乳9

「両両eiisi＾’罰ダ赳4；恥と1

りl畦ISI呵」叩碍Eip

r；山Mリュージヨ3JJで深夜ま霞
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　曼黒盤

i辿2時30分i、実行委員会21なんJ7711？777・

尨詣柏底酒
秘書広報課広報広聴係豊66・1111



箱詰回底酒
小矢戸区で路線測量

　

中部縦貫自動車道の着工に向け、約け。

の区間の中心線のくい打ち作業が、12月

中に行われました。今後、測量を終えた区

間から設計作業に入る予定です。

9全と繁盛願い「小判つり」

　

越前こぶし組が、平成13年の人力車

の安全運行と商売繁盛を願い12月29日

「小判つリ」を行いました。今年も春分

の日（3月20日）から運行を始めるそ

うです。

初の「地ワイン」完成

　

県内で初めて栽培から醸造まで一貫した

「白山やまぶどうワイン」の発表・試飲会

が、平成大野屋の平蔵で12月21日に行わ

れました。試飲会には関係者ら約50人が

集まり、上々の出来栄えに満足しながら、

初の地元産ワインを楽しんでいました。

親子で一緒にビリヤード

　

文部省の「子どもと話そう全国キャンペーン」の一

環として「親子のふれあいビリヤード」が12月16日

から1月14日にかけて行われました。親子連れに限

りIE時間無料という機会を利用し初めてビリヤードを

経験するなど、楽しくフレーする姿が見られました。

大野ならではの「スポーツクラブ」目指し

　

地域スポーツ活動活性化事業の一環として1月

ワ日「なぜ、今、総合型地域スポーツクラブが必

要なのか」を演題に講演会が行われ、スポーツ団

体関係者など約100人が熱心に聞き入っていま

した。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

2月

固
定
資
産
税

台
帳
縦
覧
と
路
線
価
公
開

　
　
　
　
　

市
役
所
税
務
理

◆
台
帳
の
縦
覧

　

平
成
1
3
年
度
分
の
固
定
資
産
課

税
台
帳
を
、
次
の
と
お
リ
縦
覧
し

ま
す
。
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

期
間
3
月
1
巨
困
～
3
0
り
奪
の

　

就
業
時
間
内

場
所
市
役
所
税
務
課
資
産
税
係

資
格
固
定
資
産
の
所
有
者
、
納

　

税
義
務
者
、
納
税
管
理
者
、
委

　

任
状
な
ど
に
よ
る
代
理
人

持
参
品
印
鑑
（
代
理
人
の
場
合

　

は
委
任
状
も
）

手
数
料
縦
覧
は
無
料
・
台
帳
の

　

コ
ピ
ー
は
1
枚
3
0
0
円

◆
路
線
価
の
公
開

　

宅
地
の
固
定
資
産
税
評
価
額
の

算
出
基
礎
と
な
る
路
線
価
を
一
般

に
公
開
し
ま
す
。

公
開
開
始
3
月
1
日
困
～

場
所
市
役
所
税
務
課
資
産
税
係

持
参
品
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先
税
務
課
資
産
税

　

係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

　

2
5
）

生
活
設
計
を
学
習
す
る

　

地
域
・
団
体
を
募
集

　
　
　

市
貯
蓄
推
進
委
員
会

　

市
貯
蓄
推
進
委
員
会
で
は
、
合

理
的
な
生
活
設
計
な
ど
を
学
習
す

る
地
域
や
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
地
区
や
団
体
な
ど
5
～
3
0

　

人
程
度
の
グ
ル
ー
プ

活
動
期
間
指
定
を
受
け
た
日
か

　

ら
、
翌
年
の
3
月
3
1
日
ま
で

申
し
込
み
…
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
生
活
環
境
課
内
市
貯
蓄

　

推
進
委
員
会
（
豊
6
6
．
1
1
1

　

1
内
線
4
6
4
）

市
税
は
口
座
振
替
で

　
　
　
　
　

市
役
所
税
務
謹

　

市
で
は
、
市
税
の
納
付
に
ロ
座

振
替
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
度
申

し
込
め
ば
納
期
の
た
び
に
納
め
に

出
か
け
る
必
要
が
な
く
、
指
定
さ

れ
た
ロ
座
か
ら
税
額
を
振
り
替
え

で
き
る
便
利
な
制
度
で
す
。
金
融

機
関
な
ど
に
備
え
付
け
て
あ
る
用

紙
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
振
替
日
に
残
高
不
足
な

と
に
よ
り
振
り
替
え
が
で
き
な
か

っ
た
場
合
に
は
、
後
日
通
知
さ
れ

る
不
能
通
知
で
の
現
金
納
付
と
な

十
ソ
ま
す
。

　

ま
た
、
納
税
貯
蓄
組
合
に
加
人

し
て
い
る
人
は
、
申
込
書
に
必
ず

納
税
貯
蓄
組
合
長
の
確
認
印
を
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
税
務
課
収
税
係

　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
2
2
）

回
収
し
ま
す

古
い
は
が
き
や
年
賀
状

　
　
　

市
役
所
生
活
環
境
課

　

市
と
市
内
の
郵
便
局
で
は
、
地

球
環
境
の
保
護
に
少
し
で
も
役
立

て
よ
う
と
、
使
用
済
み
の
年
賀
状

な
ど
を
回
収
す
る
ポ
ス
ト
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
願
い
ま
す
。

設
置
個
所
市
役
所
・
市
内
の
各

　

郵
便
局

回
収
期
間
2
月
2
8
巳
困
ま
で

そ
の
他
大
野
・
中
野
・
元
町
郵

　

便
局
で
は
一
年
中
設
置
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
生
活
環
境
課
環

　

境
保
全
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
6
1
）

物
価
や
消
費
者
問
題
の

　
　

モ
ニ
タ
ー
を
募
集

　
　
　

市
役
所
生
活
環
境
課

　

県
と
市
で
は
物
価
問
題
や
消
費

者
問
題
に
つ
い
て
、
意
見
や
情
報

の
提
供
を
行
う
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

募
集
す
る
の
は
、
内
閣
府
。
国

民
生
活
モ
ニ
タ
ー
と
県
と
市
の
消

費
生
活
モ
ニ
タ
ー
で
す
。
募
集
人

員
な
ど
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
2
月
1
5
り
困
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
生

　

活
環
境
課
市
民
生
活
係
（
豊
6
6

　

・
1
1
1
1
内
線
4
6
4
）

供
託
金
の
口
座
振
込
制
度

　
　
　
　
　

福
井
地
方
法
務
局

　

福
井
地
方
法
務
局
の
管
内
で
、

1
月
か
ら
供
託
金
の
ロ
座
振
込
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

振
込
手
数
料
は
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
福
井
地
方
法
務

　

局
大
野
支
局
（
容
6
6
・
2
2
4

　

9
）

同gUダピJ⊇三三月

募集人員1人（採用予定日平成13年4月1日）

業務内容幼稚園児の教育・指導

受験資格幼稚園教諭免許取得者または平成13年3月末までに取得見

　

込みの人・昭和∠川年4月2日から昭和56年4月1日までに生まれ

　

た人

試験日程2月25日⑧午前9時～市役所にて

　　　　　　

（作文試験・面接試験・健康診査）

申込受付期間2月1日（木）～21日（水）

　　

（当日消印有効）

申し込み方法市販の履歴書上部余白に「幼

　

稚園嘱託職員受験」と朱書きし、必要事項

　

を記人の上、直接または郵送で提出

申し込み・問い合わせ先

　

〒91？－8fififi古野市天袖田T1一1

市教育委員会庶務課（豊66・101内線5卜）



●INFORMATION

第
9
回
市
民
綱
引
大
会

市
綱
引
協
会

日
時
2
月
1
8
口
日
1

　

午
前
8
時
1
5
分
～

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

参
加
資
格
市
内
に
在
住
ま
た
は

　

勤
務
し
て
い
る
1
6
歳
以
上
の
人

　

（
高
校
生
は
除
く
）

競
技
種
目
男
子
の
部
・
女
子
の

　

部
・
男
女
混
合
の
部

チ
ー
ム
編
成
1
2
人
以
内

参
加
料
I
チ
ー
ム
ー
0
0
0
円

そ
の
他
現
役
の
綱
引
き
競
技
選

　

手
は
I
チ
ー
ム
2
人
ま
で

申
込
締
切
日
2
月
8
R
禾

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
綱
引
協
会
事
務
局
金
森

　

幸
治
さ
ん
（
中
野
町
1
丁
目
1

　

－
1
5
豊
6
6
・
3
6
9
1
）

一
館
内
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
や
下
庄
公

民
館
を
使
っ
て
、
ゲ
ー
ム
や
ク
イ

ズ
、
宝
探
し
を
す
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
。
グ
ル
ー
プ
で
気
軽
に
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時
2
月
西
は
⑩
午
前
1
0
時
～

場
所
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
象
1
8
歳
～
3
5
歳
ま
で
の
男
女

　
　

（
高
校
生
除
く
）

参
加
料
無
料

申
し
込
み
方
法
3
～
4
人
の
グ

　

ル
ー
プ
で
所
定
の
用
紙
に
て
申

　

し
込
み
（
先
着
5
組
）
。
個
人

　

参
加
不
可

申
込
締
切
日
2
月
1
9
巳
⑧

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
豊
6
5
・

　

7
2
2
1
）

．
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

　
　
　
　
　
　
　

養
成
講
座

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
大
野

　

近
年
、
当
市
を
訪
れ
る
観
光
客

が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
人
た
ち
に
、
当
市
の
歴
史

や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
紹
介
す

る
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
興
味

の
あ
る
人
は
、
気
軽
に
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時
3
月
5
巳
⑧
・
6
巨
大
し

　

7
R
爾
二
1
2
り
⑧
・
1
3
り
害

　

い
ず
れ
も
午
後
1
時
3
0
分
～

場
所
平
成
大
野
屋

参
加
料
無
料

そ
の
他
3
月
7
日
困
・
1
3
C
D
g
）

　

は
、
市
内
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
実

　

地
研
修
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

観
光
協
会
（
豊
6
5
・
5
5
2
1
）

一
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
教
室

市
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

日
時
2
月
2
4
百
4
・
3
月
3
日

　

田
祉
1
0
日
比
谷
1
7
口
串

　

い
ず
れ
も
午
後
5
時
～

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

対
象
小
学
生

参
加
料
無
料

定
員
2
0
人

準
備
物
上
履
き
・
着
替
え
な
ど

申
込
締
切
日
2
月
刀
百
禾

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
（
容
6
6
・
1

　

4
3
3
）

一
子
育
で
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域

で
親
子
の
交
流
を
深
め
る
「
子
育

て
お
し
や
ベ
リ
サ
ロ
ン
」
を
開
催

し
ま
す
。

日
時
2
月
1
8
日
面
・
3
月
4
日

　

⑧
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

そ
の
他
身
体
測
定
を
希
望
す
る

　

場
合
は
母
子
手
帳
を
持
参

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
7
3

　

3
3
）

．
赤
十
字
講
習
会

　
　

「
家
庭
で
の
看
護
方
法
」

市
役
所
福
祉
課

　

赤
十
字
奉
仕
団
で
は
高
齢
社
会

に
向
け
た
、
家
庭
で
だ
れ
で
も
簡

単
に
で
き
る
看
護
方
法
な
ど
に
つ

い
て
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
2
月
1
5
肘
困
・
回
忌
T

　

3
月
1
肘
困
（
全
3
回
）
午
前

　

9
時
3
0
分
～
午
後
3
時
3
0
分

場
所
市
役
所
中
会
議
室

対
象
3
回
と
も
参
加
で
き
る
人

受
講
料
無
料

定
員
先
着
3
0
人

申
込
締
切
日
2
月
9
ほ
㈲

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
福

　

祉
課
社
会
福
祉
係
（
酋
6
6
・
1

　

1
1
1
内
線
4
7
2
）

一
県
民
デ
ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル

県
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

　

日
常
生
活
で
デ
ザ
イ
ン
が
ど
の

よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
を
、

楽
し
み
な
が
ら
考
え
ま
せ
ん
か
。

日
時
3
月
1
巨
困
・
7
ほ
水
「

　

穏
は
困
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～

場
所
有
終
会
館

受
講
料
無
料

定
員
1
回
あ
た
リ
先
着
3
0
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
県

　

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
（
酋
0
7

　

7
t
o
■
5
5
・
’
―
O
－
L
O
C
O
）

募集します

　　　

「あつ宝んど」の嘱託職員

　　

（財）大野市公共施設管理公社では、大野市健康保養施設「あつ宝ん

ど」の嘱託職員を募集します。

募集人員1人（採用予定日平成13年4月1日）

業務内容「あつ宝んど」の管理・運営に関する業務・経理事務など

勤務体制1日8時間・1週間あたリ40時間労働

受験資格昭和36年4月2日以降に生まれた人

試験日程書類選考の上、別に面接試験日程を通知

申込受付期間2月5日⑧～19日⑧（当日消印有効）

申し込み方法市販の履歴書上部余白に「管理公社嘱託職員受験」と

　

朱書きし、必要事項を記入の上、健康診断書と作文を添えて直接ま

　

たは郵送で提出

作文テーマ「あつ宝んど」を利用して思うこと

　　　　　　　

（市販の400字詰め縦書き原稿用紙2枚以内で）

申し込み・問い合わせ先

　

〒912－0084大野市天神町1－19

　　

（財）大野市公共施設管理公社事務局

（有終会館内豊65・8766）
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淋
原
木
を
運
ん
だ
一
本
ぞ
り

久
保
信
夫
さ
ん
（
阿
難
祖
領
家
）

　

阿
難
祖
領
家
の
久
保
信
夫
さ
ん
（
六
十
八

歳
）
の
宝
は
自
分
で
作
っ
た
一
本
ぞ
り
で

す
。
こ
れ
は
シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
使
う
原
木
を

山
か
ら
運
び
出
す
た
め
に
使
う
も
の
で
、
長

さ
約
二
だ
、
幅
二
十
五
惣
の
木
製
。

　

そ
り
に
は
約
二
封
の
柄
が
二
本
組
み
合
わ

さ
れ
、
そ
こ
に
木
を
積
ん
で
運
ぶ
し
く
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

「
こ
の
そ
り
は
山
か
ら
建
築
用
の
木
を
運

び
出
す
た
め
に
使
わ
れ
て
い
た
も
の
を
ヒ
ン

ト
に
し
て
原
木
用
に
作
っ
た
も
の
で
す
。
そ

れ
ま
で
は
担
い
だ
り
引
き
ず
っ
た
り
し
て
運

ん
で
い
た
か
ら
大
変
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
シ

イ
タ
ケ
は
紅
葉
が
終
わ
る
こ
ろ
の
木
を
使
う

の
が
一
番
お
い
し
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
雪
の

中
か
ら
で
も
木
を
運
び
出
し
た
ん
で
す
よ
」

　

最
近
の
シ
イ
タ
ケ
栽
培
で
は
、
お
が
く
ず

の
よ
う
な
も
の
を
固
め
て
作
っ
た
素
材
や
、

他
県
か
ら
買
っ
て
き
た
木
な
ど
も
原
木
と
し

て
使
う
そ
う
で
す
が
、
時
期
を
見
て
自
分
で

切
り
出
し
た
原
木
か
ら
栽
培
し
た
も
の
が
、

や
は
り
一
番
お
い
し
い
そ
う
で
す
。

　
　

「
今
で
も
一
本
ぞ
り
は
よ
く
で
き
た
道

具
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
機
械
と
違
っ
て
急
な

斜
面
で
も
下
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
山
の
中

で
小
回
リ
が
き
く
こ
と
な
ど
、
本
当
に
使
い

勝
手
が
い
い
ん
で
す
。
六
百
。
・
も
の
重
さ
に

な
る
原
木
を
運
ん
で
も
壊
れ
ま
せ
ん
で
し
た

よ
。
最
近
は
担
い
で
山
を
登
る
の
が
大
変
で

使
わ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
昔
か
ら
の
道
旦

と
い
う
の
は
本
当
に
よ
く
考
え
ら
れ
て
い
か

と
思
い
ま
す
よ
。
き
っ
と
経
験
か
ら
重
ね
ら

れ
た
工
夫
が
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
で
い
だ
か
ら

で
し
ょ
う
ね
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
し
た
。

市民のうごき

1月1日現在 前月比

世帯数 11，785世帯 －11世帯

人□ 40，584人 －28人

内訳
男 19，449人 －13人

女 21，135人 －15人

12月中の異動
転入 49人 出生 20人

転出 55人 死亡 42人

市内の交通事故状況 （年頭からの計）

件数内訳
平成12年
12月末

平成11年
12月末

比較

総イ牛数 655件 654件 十1件

人身

事故

件数 □5件 198件 －23件

死者 5人 3人 十2人

傷者 209人 242人 －33人

物損事故 480件 456件 十24件

表
紙
の
こ
と
ば

　

・
－
月
7
日
に
文
化
会
館
で
行

わ
れ
た
成
人
式
。
当
市
で
は
今

年
、
男
女
合
わ
せ
て
5
5
8
人

が
二
十
歳
を
迎
え
、
約
4
8
0

人
が
式
に
出
席
し
ま
し
た
。
会

場
で
は
思
い
思
い
の
晴
れ
着
に

身
を
包
ん
だ
新
成
人
た
ち
が
、

お
互
い
の
カ
メ
ラ
を
交
換
し
な

が
ら
、
次
々
に
写
真
を
撮
り
合

う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

盛
大
な
花
火
と
と
も
に
幕
を

開
け
た
2
0
0
1
年
。
果
た
し

て
ど
ん
な
年
に
な
る
の
で
し
ょ

う
。
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン

ト
で
み
ん
な
の
夢
を
乗
せ
、
空

高
く
舞
い
上
が
っ
た
夢
風
船
の

よ
う
に
飛
躍
の
年
に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
さ
あ
二
十
二
世
紀

ま
で
あ
と
九
十
九
年
、
来
世
紀

に
向
け
頑
張
り
ま
し
ょ
う
（
養
）

m．9邑i号

　

暦
の
上
で
は
立
春
だ

が
当
地
で
は
寒
さ
が
身

に
し
み
る
余
寒
の
月
で

あ
る
。
こ
こ
数
日
ど
う

も
風
邪
を
ひ
い
た
ら
し

く
調
子
が
悪
い
。
の
と

あ
め
を
な
め
な
が
ら
せ
き
を
ご
ま
か
し
、
ド
リ

ン
ク
剤
で
栄
養
補
給
。
市
販
の
薬
を
服
用
し
て

仕
事
に
励
ん
で
い
る
人
や
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
気
に
し
な
が
ら
受
験
勉
強
に
頑
張
っ
て
い
る

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
も
寒
さ
対
策
は
大
変
だ
▼

ス
ト
レ
ス
社
会
と
い
わ
れ
る
現
代
、
病
気
の
種

類
が
噌
え
て
い
る
よ
う
だ
が
そ
う
だ
ろ
う
か
。

平
安
末
期
の
絵
巻
物
に
病
を
主
題
に
し
た
絵
で

は
世
界
最
古
と
い
う
「
病
草
子
（
や
ま
い
の
そ

う
し
）
」
が
あ
る
。
こ
の
中
に
歯
槽
膿
漏
、
胃

腸
炎
な
ど
当
時
の
病
気
が
多
く
描
か
れ
て
い
る
。

体
重
が
百
丿
以
上
も
あ
り
そ
う
な
、
お
す
も
う

さ
ん
の
よ
う
な
肥
満
女
性
が
、
お
付
き
の
女
性

に
介
護
さ
れ
な
が
ら
歩
い
て
い
る
姿
。
み
ん
な

が
ぐ
っ
す
り
眠
っ
て
い
る
横
で
指
を
折
り
な
が

ら
一
つ
二
つ
と
数
え
て
い
る
不
眠
症
の
若
い
女
。

一
寸
法
師
に
追
い
回
さ
れ
る
幻
覚
に
悩
む
男
や

□
臭
の
ひ
ど
い
女
官
な
ど
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
絵

は
草
紙
ら
し
い
▼
八
百
年
前
の
平
安
の
人
た
ち

も
今
と
変
わ
ら
ぬ
「
病
」
を
抱
え
て
い
た
の
だ
。

エ
イ
ズ
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
、
糖
尿
病
な
ど

現
代
の
病
気
は
無
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
風

邪
は
あ
っ
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を
振

る
う
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
▼
健
康
第
一
、

健
康
で
あ
っ
て
こ
そ
仕
事
や
勉
強
に
精
を
出
せ

る
。
寒
い
と
つ
い
つ
い
運
動
不
足
に
も
な
る
。

病
は
気
か
ら
と
い
う
が
、
寒
さ
な
ん
か
吹
き
飛

ば
し
て
こ
の
月
を
過
ご
せ
ば
春
は
も
う
そ
こ
に

来
て
い
る
。
（
Y
）
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